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研究成果の概要（和文）：HDSSを活用し、ケニア共和国のクワレ県内において、小学生学童に対する歯科診査、
および65-74歳の高齢者に対するアンケート調査を実施した。その結果、地区特性が異なる２つの小学校では、
口腔内状況および生活習慣は、有意に異なることが明らかとなった。口腔内状況の違いは、児の生活習慣の影響
が大きいと考えられた。地区在住の高齢者に対するアンケート調査は、調査スケジュールの大幅な遅れのため、
収集されたデータ修正および分析が実施できなった。

研究成果の概要（英文）：The HDSS was used to conduct a dental examination of primary school children
 and a questionnaire survey of older people aged 65-74 years in Kwale County, Republic of Kenya. The
 results showed that oral health status and lifestyle habits differed significantly between two 
primary schools with different regional characteristics. The differences in oral health were thought
 to be largely influenced by the lifestyle of the children. Due to significant delays in the survey 
schedule, the data collected could not be corrected and analyzed for the questionnaire survey of 
older people living in the district.

研究分野： 社会歯科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、先行して実際された研究とあわせて、ケニア共和国内のMbita地区（ルオ族）、およびKawle地区
（ミジケンダ族）において口腔内診査を伴う調査を実施した。両地区の調査を通じて、異なる部族、宗教、ある
いは食生活習慣を有する者における学童および高齢者における歯科口腔内状況を明らかにした。
　ケニア共和国は、歯科医師数が少なく、かつ地域偏在があることが報告されている。本研究の成果は、ケニア
共和国における学童期、および高齢期における豊かな生活を支える歯科口腔の保持・増進にかかわる保健医療対
策のための重要な基礎資料になることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 アフリカ諸国では先進諸国の関心の高い熱帯感染症の陰で、口腔保健予算が極端に少な

いため、口腔疾患の蔓延に伴う健康障害の可能性が強く指摘されている。本研究の調査対象

国であるケニア共和国は、日本の約 1.5 倍の面積を有しており、人口は 5,300 万人（2021：

世界銀行）と報告されている。ケニア共和国における歯科医師数は、WHO「Oral Health 

Country Profile」によると 2019 年現在 1,300 名とされており、1 万人あたり歯科医師数

は、日本8.0人と比較して0.2人と極めて少ない。また、WHO「Oral Health Country Profile」

では、1-9 歳における未処置のう蝕を有している者の割合は 44.9％、また 15 歳以上の重度

の歯周病を有している者の割合は 20.6％と報告されている。 

 長崎大学熱帯医学研究所ケニアプロジェクト拠点では、フィールド研究のための調査地

域として、ビクトリア湖畔の Mbita 地区、およびインド洋側の Kwale 県にて活動を展開し

ている。両地区においては、設定した調査地区住民を登録し、その動態（出生、死亡、移動

など）を登録する仕組み（Health and Demographic Surveillance System: HDSS）を整備し

ている。 

 本研究では、長崎大学熱帯医学研究所ケニアプロジェクト拠点の協力・支援を受け、Kwale

地区における学童および高齢者を対象とした歯科口腔内調査を実施した。 

 

２．研究の目的 

 平成 25 年から平成 28 年の４年間にわたって先行的に実施した「ケニア無歯科医地区住

民への健康・人口動態調査システムを活用した口腔健康調査」基盤研究（B)では、ナイロビ

大学歯学部と共同して、Mbita 地区（ルオ族）における学童および高齢者に対する調査を実

施した。今回、Kawle 地区（ミジケンダ族）において、異なる部族、宗教、あるいは食生活

習慣を有する者における学童および高齢者における歯科口腔内状況を明らかにし、とくに

高齢者においては、新たに口腔内細菌叢分析を行うことを目的として実施した。 

 

３．研究の方法 

１）地区特性別にみた小学生学童における歯科口腔内診査 

 ケニア共和国 Kwale County において長崎大学熱帯医学研究所が管理・運営する人口静態

動態調査システムを利用し、管轄地域において地区平均の世帯収入が高い「Golini 小学校」、

および地区平均の世帯収入が低い「Yapha 小学校」の２校を選択し、同校の校長に対して調

査計画の説明を行い、調査実施の了承を得た。対象者は、両小学校に通学する 12 歳児 101

名であった。口腔内診査は、Kwale Sub-County Hospital に勤務する歯科医師１名が実施し

た。デンタルミラーを用いた視診による硬組織診査、および WHO プローベを用いた歯肉出血

の状況を診査した。歯肉出血については、被検か所における出血ありの割合を BOP（bleeding 

on probing）割合として算出した。歯磨き習慣およびおやつの摂取頻度については、質問紙

票調査を行い、現地の調査スタッフが回答の確認を行った。本研究はケニアッタ国立病院/



ナイロビ大学倫理審査委員会の承認を得て実施した。 

 

２）高齢者に対するアンケート調査 

 高齢者を対象としたアンケート調査は、HDSS の対象地域である Kwale 県内の Golini 地区

と Kinango 地区にて実施した。両地区における HDSS 登録人数は、約６万人である。本調査

の対象は、HDSS 登録がある 65～74 歳の高齢者とした。2022 年現在 Golini 地区と Kinango

地区の対象者数は、それぞれ 364 人と 498 人であった。HDSS 登録情報をもとに、調査員に

よる全戸訪問調査を実施した。調査内容は、WHO「Oral Health Surveys」の「成人用口腔保

健質問票」をもとに口腔内の自覚症状、歯科保健行動、および食生活状況についての質問項

目であった。あわせて、日本の高齢者との比較を目的として摂食嚥下に関する質問（汁物の

むせがある、口が乾く、および硬いものが食べにくくなった）、および自記式の歯数を追加

して質問した。調査員による訪問調査時には、スマートフォンを使ったデータ収集ツールを

用いて実施した。 

 研究計画書の作成時点においては、これらの質問紙調査に加えて、歯科医師による口腔内

診査、および唾液採取を伴う口腔内細菌叢分析を予定していたが、コロナ感染症の世界的拡

大による調査スケジュールの大幅な遅れ、および歯科口腔内診査や唾液採取に伴うコロナ

感染を予防する観点から、これらの一連の研究計画は中止とした。 

 高齢者に対する調査は、Amref Research and Ethics and Scientific Review Committee

の承認を得て実施した。 

 

４．研究成果 

１）社会的環境が異なる２つの小学校学童における歯科口腔内診査 

 Gollini 小学校 50 名、Yapha 小学校 51 名に対して口腔内診査を実施した。一人平均のう

蝕歯数は、Yapha 小学校 1.1 本と比較して、Gollini 小学校では 2.6 本と有意に大きかった。

なお、すべてのう蝕は未処置であった。一方、歯肉炎の広がりを示す BOP 割合は、Yapha 小

学校 69％と比較して、Gollini 小学校では 41%と有意に小さかった（表１）。歯磨き回数「1

日 1回」とした者の割合は、Gollini 小学校では 86%、Yapha 小学校では 57%であった。Gollini

小学校ではすべての者が歯ブラシを利用していたが、Yapha 小学校では約半数の者が木の枝

（47%）を利用していた。ソフトドリンク、チューイングガム、およびキャンディーの摂取

頻度は、Yapha 小学校と比較して、Gollini 小学校では有意に大きかった（表２）。 

 地区特性が異なる２つの小学校において口腔内診査を実施した。その結果、口腔内状況お

よび生活習慣は、有意に異なることが明らかとなった。口腔内状況の違いは、児の生活習慣

の影響が大きいと考えられた。 



 
 

 

 



２）高齢者に対するアンケート調査 

 高齢者に対するアンケート調査の開始前に、調査地区を代表するコミュニティメンバー

に対して、調査研究の概要の説明と調査への協力依頼を行った。家庭訪問を行う調査員は、

データ収集の質を保証するために、スマートフォンを利用して HDSS 登録事業をすでに実施

した者から募集し、調査員に対して調査内容の説明、および調査方法に関する研修会を実施

した。 

 高齢者に対するアンケート調査に関するケニア共和国内での倫理審査承認に時間を要し

たことから、フィールド調査スケジュールの大幅な遅れが生じた。2023 年度の調査終了時

において収集データのクリーニング作業、および分析作業を残すこととなった。 
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